





にして書き残している。『大正新情大蔵出到 第五一巻所収の 『法華博記』巻第二に 「法華翻経
後記」というタイトノレで収録されているこの記事のなかには、鳩摩羅什が『妙法蓮華奇到 を
漢訳する際に所依とした 「党本法華経J〔＝ 「SPS目Ken」〕 と、婆薮繋豆が『妙法蓮華訴豆優婆提
智 ）』 を撰述する際に所依とした 「党本法華動 〔＝ rsps VJ〕とが、正しく同じもの（＝正








(1)以下、鳩摩羅什の所依焚本を 「SPS.K:Sadd陥nna-pw,油成'(l-si'traaccording to K国語rajIva」と、 婆薮祭
豆の所依焚津を 「SPS.V: Sc幼めarma-piのゆ如－si'traaccording to Vぉ由釦dhu.」と略記する。














自） 「現行焚本近似説J（対抗孝 ［1940]pp.104-141）、「正法華岡本説」（吉田龍英 日941]pp.291・293）、
「正法華近似説J（坂本幸男， 岩本俗［1962]pp.427-428）、「独立異本説」（清田寂雲［1973]pp.373・3卯）、





























但） （『悌解』 10,p.80a〔道端良秀［1935］〕） 仮名使いは原文のママ。
(10) （牧田諦亮［1955]p.273）低名使いは原文のママ。
(1）その他、偽作・偽撰説を言及するものに 「肇論の外に信肇撲の名で今日に侍ってゐるものに l註維
摩詰経十巻 2否論序 3長阿合経序 4賓蔵論一巻 5焚網経序 6金剛経註一巻 7法華醜経後記（法
華経侍記所牧）8鳩摩羅什法師諒などがある。 ・〈中略〉 ・賓蔵論以下は信筆の員撰とは認め難いも
のである。」（塚本善隆 ［1955］即.146-149）、「また 『法華経伝記』 巻第二には僧肇 （三八四一四一四）
の著として法華務提後記 釈僧肇記 が収録されてし、るが、これには羅什訳「二十八品」説がみえ、
この書を偽作とする説がある（掛。」「（38）小野玄妙編 『仏書解説対宇刷新巻、昭和八年、八O頁





































て 「法華傍記J(NB.2 p.275a, /.1)とあるが、『本朝台樹発主密部書目』に、彼の 「法華宗惇記 回日本
元之〕」削B.2p.241 b, /.17）が知られることから、 『法華宗停記』の略記と解される。また、高麗の義



































































(19) 0 ［台湾］「園立前宮博物院 善本古籍資料庫j 〔htpJ/npmhostnpm.gov.tw/ts/npmm自尽BIRB.html〕で
の検索では、検索語 「祥（1478件）Jのなかから、慧祥の『古清涼侍』ー イ牛「統一編読：故善010臼8、
題名 1清涼侍 二巻、著者：撰述者；（唐）韓慧祥掠版本：清嘉慶問玩元進呈明珂l貯J本 数量











「R・（③⑧持調法華経霊験記） v: （c＠関元問戸籍）」 （『東洋』25,p.276）、「持調法華経霊験記J（『東
洋』 29,p.77) 




文句復異例（以下、 「⑤」）王寺日蓮『後五百歳合文』（以下、 「＠）J）今日蓮 『注法華経J（以下、 「⑩lj)
与「要法寺版J（法華停巻二、五佐右）～六（右）丁；以下、「②」）＝ 「『大正蔵』＠本j・「大谷大学図
書館蔵刊本」（法華惇巻二、四〈左）～五（左右）丁；以下、「現行刊本」）＝『大日本調勝到包1・2-2・7-4
p.34 2rb, l/.11-18・p.342la,l/.1・12；以下、「『続蔵経』J)＝『大正新惰大蔵車到（T.51no.2悩8p.54a, l/.24-29・
p.54b，ι1・18；以下、「『大正蔵』J)＝附纂大日本尊蕗勝到（SZ.77no.1538 p.729a, /.4-23；以下、「『新












品末盆二其宇品一。 化城喰品題二往古品一。 富橿那及法師初。 増ニ敷紙文一。闘二略普門偏 。ー
噴累還結二其終 。ー未レ測二旨野一。其事如何。什目。善哉明主績二法燈長炎一。 暁ニ暗夜迷景吋
自レ非ニ護疑 。ー誰明ニ深旨ー。 勘二奮発文一。 宛レ若斯。予昔在ニ天竺圏一。時遁遊ニ五竺 。ー尋








に作る。 その他、 題目に付される『大正蔵』の校勘記＊は以下の通り。［T.51p.54脚註＠］ 「〔後〕ー⑧」、







































簿記』下（法華惇巻十十七（右）丁）」、『続蔵経』 包1・2・2・7-4p.3961a, /.14）、 『大正蔵』（T.51no.2価8p.97a, 
/.12）、『新続蔵』（SZ.77no.1538勾 .773c,/.5）ここでしづ洛陽とは京都を中心とする関西一帯を指す。




























東大寺図書館蔵古写本（α11却） ｜ 国立国会図書館蔵刊本（αl側 ）
目次 i 題号 ｜目 次 j 題号
観師序－！法花宗要序－ (32）理恵観作 t観師序－ i法華宗要序一稗慧観作
叡師序二｛法花経後序僧叡湖南雇 撤師後序二 法鞭後序僧醐市作
顕師序三 j法花経別行序天台智者作 I遠師序三 i法華経序三稗慧遠述
添品序回 帰品法花序 陶臨磯記四 i法華葡艇後記四蒋僧肇記
基師序五怯華賛序大乗窺基作 I - l 
嵩挺記六i法花翻経記 蒋僧肇 I添品序五 ｜添品法華序五
附出元量義経序j無量義経序 （33）荊州憶士劉虫L作l無量義経序六 ！無量義経序荊州穏士劉虫L作
一 語偏向！尋問記曜属一 在時記｜主主雑記一出経後記












































































76］・ 〈中略〉・・右筆花巌宗末葉前模信正来性年齢七十五夏購六十三」（T.72no.2333 p.130b, /.26, p.13la, 
/.21）とあることから、七五歳までに生存していたことを知り得る。［・・］括弧内は自らが付したもの。
仮名使いは原文のママ。
開 （『f弗解著目』 p.389）では、現存本三五点を、（『望悌』 3,pp.2276c・2277a)では、 一部を欠く完本でな
いものや、 宗性のほかに数人の手によるものなどを含め、七六点を挙げている。









~~· － l部類 陪原 町一空謬 守支流 ”“論穣
：.！：講解感磨第七調講勝利第八鱒讃滅罪第九 1書潟救苦第十 聴聞利盆第十－l依正供養第十二
l ？.：講解 説議 事事讃 r書寓 ；雑述
l『法華簿記』巻ー （工51no.2峨 p特Q/.27・p.49a,/.3）、 fr.51p.48脚註＠］ 「涙＝流@JJ






ちなみに、『華僻輔副は『新編諸宗教減線録』巻ーに 「（華厳経）侍記五巻 己上法蔵述J(T.55 































なお、同説は、 天台智者大師（CE.531[538］・597[598］）説『妙ゼ詩型都豆文句』第八上に 「賓唱経目云。 ．．
〈中略〉・・鳩摩羅什。此翻童書等。是亀悲園人。以偽親ム始五年四月二十三日。於長安浩造園誇大品寛。
至八年夏。於草堂寺諌止凶2法蓮華。命信叡議之。叡開第九轍。嘗時二十入品。長安宮人請此品滝留在



































（輔） 「おもむき。旨也」（『大瀬口辞典』 5,p.743c) 
開 「ふかし、むね。おくそこの意見 奥旨。J（『大漢和辞典』 7,p.42b) 
（胡） 「副本・謄本・謀本等のもととなってゐる文書。J（『大瀬日辞典』6,p.677b)
仰｝ 「し、そがしいさま。あわただしいさま。J（『新宇議副 p.373b)
（知） 「事理を具さに説き、＊さだめる。J（『大漢和辞刺 10,p.453b, 3, p.975a) 
(51) 「聖人の意思」（『大瀬凶字削 9,p.203d) 
(52) 「心に記して忘れない。J（『大瀬 晴 典』 1,p.紛 b)
(53) 「調べなおす。くわしく調べる。J（『新字頓』p.913b)
（臼） 「研究ずる。講も慰も、きはまる。」（『大瀬口辞典』 1,p.557a) 
































「二人相対し、原本に照らし合せて誤謬を校正する。」 （『大瀕口辞典』 10,p.620a) 
「ふかし＇＇L'oふかい意味。J（『大漢柿字削 7,p.3制































































<65) [ SZ.27 p.1脚註＠］ 「笠ハ竺ニツクルベ、λ ⑥j








































































文科学研究所研究報告）』（法離宮、京都、 pp.113-1(i6) } 
























































































































































3/3 5/5 4/ 4 2/3 i 3/ 4 i 3/ 4 4/5 ! 4/6 5/5 ; 4/5 ' 4/6 6/6 i 5/5 4/5 3/3 
ム 一一川4＋－~~~ L = Jム； －
ホテキスト⑦ 「要法寺版j慶長五年（CE.I側）圃智（CE.155牛1614）刊



















日 ⑦弘始八年夏 天竺沙門ニ蔵法師香婆鳩摩羅什 ． 
＠弘始八年夏3) 天竺人也（4) 沙門鳩摩羅イザS) 比Z一Z立豆1霊F守長6)
⑧ 天竺人也（7) 鳩摩羅イポ8) 此云童事9)














(l) 『法華文句復糞紗』巻第六 「又皇室公法華醜経後記云。＋」例B.23p.373b, /l.6-7) 
ω 『法華疏私~an 巻第十本 「又筆公法華職経後記云。 ＋」（NB.22p.21 lb, /.4) 
ω 『弘賛法華惇』巻第二 （主51no.2067 p.15b, /.16) 
(4）『弘貨法華侍』巻第二 （T.51no.2067 p.l 5a, /.13) 
店｝『弘賛法華簿』巻第二 （T.51no.2067 p.l 5a, 1.13) 
ω『弘賛法華（専』巻第二「沙門鳩摩羅什。此云童書。 天竺人也。」 （T.51no.2067 p.15a, /.13) 
（刀 『高僧侍』巻第二 （T.50no.2059 p.330a, 1.1) 
（司 『高イ劇専』巻第二 （T.50no.2059 p.330a, /.1）又は 「初什ー名鳩摩羅番婆」（p.333a,/.7) 
（到 『高僧惇』巻第二「鳩摩羅什。此云童毒。天竺人也。」（T.50no.2059 p.330a, l.1) 
(10) 『出三歳託集』 巻第八（T.55no.2145 p.57b, /.6) 
(1) 『出三歳言器集』巻第十四 （T.55no.2145 p. lOa, /.24）又は 「初什ー名鳩摩羅番婆」（p.1位a1.1) 
（ロ）『出三蔵託業』巻第十四（T.55no.2145p.IOOa,1.24) 
(13）『出三臓記草創巻第十四 【T.55p.100脚註＠］ 「斉＝秦⑧⑤⑫」
(14）『出三臓ま完』巻第十四 「鳩摩羅什。斉言童書。天竺人也。」（T.55no.2145 p. lOa, /.24) 
(IS） 『弘貨法華侍』巻第二 （T.51no.2067p.15b,1.16) 
(1時 『高イ割専』巻第二（T.50no.2059 p.332b, /.12) 
(1η 『出三歳ま濃』巻第八 （T.55no.2145 p.57b，ιふ7）文は、巻第十四 （p.10I b, /.23）に同丸







(3）② 倶亘謹斯経。 輿衆詳究。 什自豆ι党本
② 出斯経。 輿衆詳究。 自執 党本
② 出斯経。 輿衆詳究。 什自執 党本
③倶出斯経 興衆詳究 什自手執党本経





























(19）『高僧惇』巻第二「＋諮受什旨。更令出大品。」（T.50no2059 p.332b, /l.4-6) 
ω）『出三歳託業』巻第十四 【T封 p.101脚註＠］「略＝科⑧J
。I) 『出三歳託濃』巻第十四 「＋諮受什旨更令出大品。」（T.55no2145 p.IOlb, /l.19」20)
ω 『出三歳記集』巻第八（工5no2145 p.57b, /.7) 
ω）『弘賛法華惇』巻第二（T.51no2067 p.l5b, /.l 7) 
(24) 『出三歳託業』巻第八［T.55p.52脚註⑪］「胡＝焚⑤⑫J
ω） 『出三蔵王濃』巻第八（T.55no2145 p.57b, /l.7・8)
白鴎 『高僧停』巻第二 【T.50p.332脚註＠】「党＝胡③⑧J
m 『高僧専』巻第二 （T.50no2059 p.332b, /.6) 
倒｝『出三歳託業』巻第十四 【T.55p.l0l脚註＠］「胡＝党⑤⑫」
ω）『出三歳託集』巻第十四（T.55no.2145 p.IOlb, /l.2ふ21)
ω）『高倒専』巻第二 （T.50no2059 p.332b, /!.&-7）、「鮪十は党本を持ち銚輿は旧訳の経を執って、たがい
に韓校した。その新文が旧（文）と異うところは、義がみな円通っていることだった。J（諏訪義純［1991]
p.23) 




































(32）『法輯豆玄貨要集』巻第六「言序品等者。然名也。正法華経云光瑞品」 （SZ.34no.638 p.2~肋， ／.12)
倒『法輯歪玄賛要集』巻第六「七錨所添薬草品牢日光喰J(SZ.34 no.638 p.2以／.15）又は巻第一「経疲
立。薬草品加日光日食。普門偏領也J(SZ.34 no.638 p.197a, /.13) 
(34) 「添品妙法蓮輯百字J(T.9 no.264 p.134c, 1/.16-17）文は「薬草日食品之牢」（T.9no.264 p.134c, /.8) 




























仰） 「添品妙法蓮華細字J(T.9 no.264 p.134c, /.9) 
（柏）『法輯豆玄賛要集』 巻第六 「言六塔無還慮等者。意言我終場累品在経終。分身多賓。一時鋳也。若多
賓塔在帰累品中。閉格出乙至終J(SZ.34 no.638 p298丸山ト13)
制I) 「添品妙法蓮輯習字」（T.9no.264 p.134c, 1.18) 
仰）『後五百歳合刻（SlN.3no. ll p.2294, /.4）、「法調耀後記云普在天竺園時遁遊五竺尋討大衆従於対市
須利耶蘇摩i食菓理味感鞍付属党本言例日西入遁耀持及東~t., 悲典有縁於東北園。汝償侍弘文。」（SlN.3












（紛『後五百歳合刻（SlN.3no.l p.2294, 1.4-5) 
（初 『注法華経』「結経74」「①於→乗昨③修→従J（中山喜八［1980]p.625) 
（唱）『一代聖教大意』 【SlN.lp.68脚註＠］「〔時〕ー ⑧」
（＃）『一代聖教大意』（SlN.l no.l 0 p.68, 1.l C>-1 l) 
( 52) 
イ曽肇記「法華翻経後記」偽撰説の全貌と解明
⑤ 若斯。予昔在天竺 時。遁遊五竺。 従 須未明日蘇摩。准受理味。
② 若斯。予昔在天竺 時。遁遊五竺。 従 須利耶蘇摩准受理味。
③ 若斯予昔在天竺 時 従 須矛明日蘇摩 准受理味








⑤ 場此経言。 葱典有縁於東北 諸因。汝慣偉弘。
② 蝿此経言。 蕊典有縁於東北 諸因。汝慣｛専弘。













同 『出三歳託業』巻第十四「文従須利耶蘇摩諮葉大乗。」（T.55no.2145 p.H恥 /l.~7)















② 昔婆薮集豆菩薩製 論。 正是此本。莫取捨句備。莫取捨異文。
②昔婆薮繋豆菩薩製 論 正是此本。莫取捨句偏。莫取捨員文。
③昔婆薮襲豆菩薩製 論 正是斯本也 莫取捨員文
4, 5 ⑦昔婆厳禁豆董藍製・__J金一正是逝本 ・・・・・・ 莫取捨・員文
同⑦予念念恭准霊之。皇茎丞主l。今所簿。 良有所以。詮定宗旨。不可・異途。
② 吾 恭菓之。 今所（専 詮定宗旨。不可有異途。
②吾 恭菓之。 今所｛専 詮定宗旨不可有異途。
③吾 恭准菓之 今所侍 詮定宗旨不可有異途
416 ⑦査・・丞准墓之 ・・・・ 今所侍 ・・・・ 詮定宗旨不可査異途




3/3 ⑦ 二品全 ニ盈型車査全盤不可間模
①薬草喰品之堂側
① 富棲那及法師等三品之亙ω）








ω） 「添品妙法議事部習字J(T.9 no.264 p.134c, /.8) 
（ω） 「添品妙法蓮華経序」（T.9no.264 p.134c, ／.ふ9or /.16) 
刷 「添品妙法蓮華経序」（T.9no.264 p.134c, /.17-18) 


















（嗣）『法華疏私記』巻第十本 「＋己上略抄」 倒B.22p212a, /.1) 
( 55) 
（以上）
